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「国連海洋科学の１０年」と
海洋リテラシーを育む海洋教育の展開
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2015-2030持続可能な開発目標SDGｓ：１７の目標と１６９のターゲット

「持続可能な開発目標（SDGs）」と海洋教育

教育の質を高
める実現可能
な手法を提供す
るアプローチと
しての海洋教育

海洋と海洋資源
の持続可能な開
発に向けた保全
と利用に貢献す
る海洋教育

Source By  UNESCO

ESD：Towards achieving the SDGs
（ESD for 2030)
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国際連合広報局
資料より作成

SDGsへの海洋教育の多角的アプローチ

海洋教育を通した
海洋リテラシーの育成



国連・持続可能な開発ための海洋科学の10年

Decade of Ocean Science for Sustainable Development (2021-2030)
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Outcome7:人間の幸福と持続可能な開発に関連して、社会が
海を理解し、大切にする感動的で魅力的な海。

•行動の変化を促進し、10年の下で開発された解決策の有効性を
確保するためには、社会と海洋との関係に一層の変化が必要。
これは、海洋リテラシーのアプローチやその他の一般の意識と
教育ツールを通じて達成され、海洋の経済的、社会的、文化的
価値、そして健康、幸福、持続可能な開発を支えるために果た
す複数の役割に対する深い理解を構築する。この結果は、驚嘆
とインスピレーションの場所として海を強調し、次世代の科学
者、政策立案者、政府関係者、教育者、マネージャー、イノ
ベーターにも影響を与える。（仮訳）

（「国連海洋科学の10年」実施計画ドラフト１次案より）5



国際標準の海洋リテラシーの育成
Ocean Literacy for ALL

The essential principles of Ocean Literacy
1. 地球は、多くの機能を備えた大きな海を持っている
2. 海と海の生命は、地球の特徴を形作る
3. 海は、天候や気候に大きな影響を与える
4. 海は、地球を人間や生命が居住可能な環境にする
5. 海は、豊かな生命の多様性や生態系を支える
6. 海と人間は密接につながっている
7. 海は大部分がいまだに探検・調査されていない

ユネスコ・政府間海洋学委員会
UNESCO/IOC



海洋リテラシーの地域化・カリキュラムの必要性



海洋教育の３つの柱 −海と人との共生をめざして
• 1 ) 生命：海は生命の起源の場
であり、進化を通して生命の多
様性を支え、私たちに食物を与
えてくれる。

• 2) 環境：容れものである海の地
形とその変動、内容である海水
の性質と流動、それによって維
持される気候と物質の循環を理
解しなければならない。

• 3) 安全：我が国は、海によっ
て守られているとともに、その
様々な機能や現象によって大規
模な災害を受けることもある。
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生命と安全においても、人間活動によって多様性の
減少や海洋汚染、気候変動など多様な問題が起
こっている。
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持続可能な海洋、そして未来を創る学び
沖縄県竹富町立船浮小中学校の海洋教育（サンゴ礁の保護と再生可能エネルギー）



山間部における海洋教育の推進
福島県只見町小中学校ESD・海洋教育地域成果発表会 2021,02,24
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東日本大震災の教訓を生かした海洋教育の推進
気仙沼市立階上小・中学校の防災教育とアクサ・ユネスコ減災教育プログラム



海洋科学を活かした海洋教育の展開

海洋科学の10年を通じた海洋リテラシーの育成とSDGsへの貢献

＜Ocean Literacy for All＞＜UN Decade of OSSD＞ ＜SDGs (ESD for 2030)＞


